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日
本
人
に
多
い
の
は
眼
圧

が
正
常
値
な
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
緑
内
障
を
発
症
す

る
正
常
眼
圧
緑
内
障
で

す
。

　
眼
圧
が
高
い
場
合
に

は
、
房
水
の
排
出
を
促
す

た
め
に
、
水
は
け
を
良
く

す
る
漢
方
薬
を
選
び
ま

す
。
そ
し
て
、
目
に
潤
い

成
分
、
血
、
酸
素
を
送
り

届
け
る
た
め
の
補
陰
作

用
、
補
血
作
用
の
あ
る
漢

　
緑
内
障
は
視
神
経
に

異
常
が
起
こ
り
、
視
野

が
狭
く
な
り
、
部
分
的

に
見
え
な
い
場
所
が
で

き
て
し
ま
う
病
気

で
、
日
本
人
の
中

途
失
明
原
因
の
１

位
で
す
。

　
目
の
中
に
あ
る

房
水
が
眼
内
圧
を

保
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
房
水
の
排
出

が
滞
る
と
眼
圧
が
高
く

な
り
、
視
神
経
を
圧
迫

し
て
緑
内
障
を
発
症
し

ま
す
。
排
出
口
が
異
物

な
ど
で
詰
ま
る
開
放
隅

角
緑
内
障
、
排
出
口
付

近
が
狭
く
塞
が
っ
て
い

る
閉
塞
隅
角
緑
内
障
、

方
薬
で
、
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
た
視
神
経
を
守

り
、
目
の
働
き
を
補
い

ま
す
。

　
「
飲
む
目
薬
」
と
異

名
を
持
ち
、
体
ま
る
ご

と
元
気
に
し
て

く
れ
る
杞
菊
地

黄
丸
、
滋
腎
明

目
湯
、
洗
肝
明

目
湯
な
ど
は
様

々
な
タ
イ
プ
の

緑
内
障
に
広
く

使
用
さ
れ
て
き
た
漢
方

処
方
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
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仁
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http://www.jinseido.co.jp Twitter

＜第１２５話＞

緑
内
障

次
号
は
３
月
７
日（
金
）発
行

○
新
規
広
告
は
！
☎
５
６
４
７
・
４
３
４
３
◆日々の情報は

X（旧Twitter）

関係者らによるテープカット

協定書を手にする中村社長（前列左）

ハッキリと力強く見開いた目で地域を見守る

甘くておいし～い！

アダチパークで植樹した時の写真

ソメイヨシノを植樹する近藤区長（左）とロッシ市長
　
足
立
区
の
正
月
の
恒
例
行

事
「
じ
ん
が
ん
な
わ
」
が
１

月
13
日
、
大
乗
院
で
行
わ
れ

た
。
西
保
木
間
２
丁
目
地
域

の
人
た
ち
が
５
０
０
年
以
上

も
受
け
継
い
で
き
た
こ
の
行

事
は
、
２
０
２
２
年
に
東
京

都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
じ
ん
が
ん
な
わ
」
は
、

ワ
ラ
で
編
ん
だ
大
蛇
を
境
内

の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
に
掲
げ
て

地
域
を
災
厄
か
ら
守
る
も

の
。
前
年
の
古
い
大
蛇
を
木

か
ら
下
ろ
し
て
燃
や
し
、
こ

の
灰
を
紙
で
く
る
ん
で
大
蛇

の
目
や
鼻
を
作
る
。
こ
う
し

て
毎
年
、
継
い
で
ゆ
く
。
胴

体
は
小
さ
な
ワ
ラ
の
束
を
挟

み
込
み
な
が
ら
複
数
人
で
し

っ
か
り
と
編
ん
で
い
く
。
ワ

ラ
の
大
蛇
は
、
多
く
の
見
学

者
が
見
守
る
な
か
、
御
霊
入

れ
を
行
っ
た
の
ち
に
イ
チ
ョ

ウ
の
木
に
奉
納
さ
れ
た
。

　
じ
ん
が
ん
な
わ
保
存
会
の

会
員
は
96
歳
を
筆
頭
に
約
30

人
ほ
ど
。
國
井
幹
雄
副
会
長

は
「
こ
れ
ま
で
途
絶
え
る
こ

と
の
な
か
っ
た
大
切
な
取
り

組
み
。
今
後
も
し
っ
か
り
と

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。
最
後
に
は
軽
く

干
し
た
大
根
の
葉
を
入
れ
た

塩
抜
き
の
干
葉
粥
（
ひ
ば
が

ゆ
）
が
見
学
者
ら
に
も
ふ
る

ま
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
無
病

息
災
を
祈
っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立

地
区
青
壮
年
部
が
、
足
立
区

産
キ
ャ
ベ
ツ
約
２
０
０
個

（
約
３
０
０
㌔
）
を
区
内
の

４
小
学
校
、
３
中
学
校
に
無

償
提
供
し
た
。
１
月
24
日
に

は
弥
生
小
学
校
（
樋
口
直
人

校
長
）
で
、
そ
の
キ
ャ
ベ
ツ

を
使
っ
た
給
食
が
提
供
さ

れ
、
合
わ
せ
て
３
年
生
対
象

の
食
育
授
業
も
行
わ
れ
た
。

　
同
青
壮
年
部
で
は
今
年
60

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
に
地
元
野
菜
へ

の
親
し
み
や
農
業
へ
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
今

回
の
提
供
と
な
っ
た
。
キ
ャ

ベ
ツ
に
な
っ
た
の
は
、
昨
年

行
わ
れ
た
区
の
栄
養
士
と
の

意
見
交
換
会
で
、
小
松
菜
と

同
様
に
要
望
が
多
か
っ
た
こ

ら
一
般
開
放
さ
れ
た
。
20
日

か
ら
は
、
綾
瀬
駅
付
近
を
運

行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
「
は
る
か
ぜ
」
の
４
路

線
が
乗
り
入
れ
し
運
行
ダ
イ

ヤ
も
改
正
さ
れ
た
。
今
ま
で

は
、
停
留
所
の
場
所
が
分
か

り
に
く
か
っ
た
が
、
交
通
広

場
の
ロ
ー
タ
リ
ー
開
放
に
よ

り
解
消
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

駅
前
通
り
に
停
車
し
て
い
た

客
待
ち
の
タ
ク
シ
ー
も
ロ
ー

タ
リ
ー
内
に
14
台
分
の
待
機

場
所
が
移
り
、
駅
前
の
交
通

渋
滞
も
解
消
さ
れ
た
。
３
月

に
は
隣
の
ハ
ト
公
園
へ
の
歩

道
等
も
整
備
さ
れ
、
全
体
的

に
完
成
す
る
予
定
。

　
こ
の
事
業
に
は
、
６
年
前

に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
綾
瀬
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
星

野
雅
夫
会
長
）
も
協
力
し
て

き
た
。

　
災
害
時
に
一
時
滞
在
施
設

と
し
て
利
用
で
き
る
協
定
を

足
立
区
と
東
京
食
肉
販
売
株

式
会
社
（
中
村
新
一
朗
代
表

取
締
役
社
長
）
が
」
昨
年
12

月
27
日
に
締
結
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
同
社
が
運

営
す
る
ゴ
ル
フ
練
習
所
「
ト

ー
キ
ョ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ゴ
ル
フ

セ
ン
タ
ー
（
入
谷
９
―
26
―

１
）
の
施
設
を
、
災
害
時
の

避
難
場
所
と
す
る
も
の
。
ま

た
、
入
谷
地
域
周
辺
の
避
難

所
機
能
を
補
完
も
す
る
。

妊
産
婦
の
利
用
を
想
定
。
ま

た
、
屋
外
の
敷
地
内
に
、
資

機
材
用
備
蓄
倉
庫
を
設
置

し
、
備
蓄
物
品
な
ど
の
保
管

も
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
最
大
約
４
０
０
人
の

避
難
者
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
。
民
間
施
設
と
し
て
は
、

足
立
区
で
は
初
め
て
の
一
次

避
難
場
所
の
指
定
と
な
る
。

　
１
月
28
日
に
足
立
区
役
所

で
行
わ
れ
た
協
定
締
結
式
で

中
村
社
長
は
「
足
立
区
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
時
に
、
区
か
ら
協
定
の
話

を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
区

に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

０
０
０
円
、
Ｂ
席
３
５
０
０

円
／
大
学
生
以
下
２
５
０
０

円（
い
ず
れ
も
税
込
）。
チ
ケ

ッ
ト
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
Ｆ

Ｃ
事
務
局
な
ど
で
。
問
合
・

申
込
☎
５
８
２
２
・
０
３
１

８（
Ｆ
Ｃ
事
務
局
）★
テ
ー
マ

や
応
募
の
詳
細
は
特
設
サ
イ

ト
で
。応
募
は
は
が
き
も
可
。

投
句
締
切
＝
２
月
16
日
㈰
消

印
有
効
。
特
設
サ
イ
ト
＝

http://www.maruru.
tokyo/mikeko

【
応
募
】
は
が
き
に
、
〒
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
、
〒
121
‐
０

８
３
１
足
立
区
舎
人
２
‐
２

‐
26「
足
立
よ
み
う
り
新
聞
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
。
２
月
20
日

㈭
到
着
分
ま
で
。

と
。
足
立
区
で
キ
ャ
ベ
ツ
を

作
り
や
す
い
の
が
１
〜
２
月
に
な
る
た
め
、
こ
の
時
期
に

な
っ
た
そ
う
だ
。
提
供
先
の

　
１
月
19
日
、
綾
瀬
駅
東
口

駅
前
交
通
広
場
の
一
部
（
ロ

ー
タ
リ
ー
）
を
先
行
開
放
す

る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

　
同
施
設
で
は
、
ラ
ウ
ン
ジ

や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
避
難
者
、
パ
タ
ー
教
室
を
要
配
慮
者
、

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
は
乳
幼
児
・

学
校
は
、
昨
年
12
月
に
発
売

さ
れ
た
給
食
の
レ
シ
ピ
本
で

レ
シ
ピ
の
作
成
に
協
力
し
た

栄
養
士
の
い
る
学
校
が
選
ば

れ
、
各
学
校
が
キ
ャ
ベ
ツ
を

使
う
日
に
届
け
ら
れ
る
。

　
こ
の
日
は
、
清
水
太
樹
さ

ん
（
49
）
、
横
山
辰
也
さ
ん

（
43
）、市
川
雅
一
さ
ん（
43
）

が
学
校
を
訪
問
し
、
小
松
菜

の
ほ
か
、
枝
豆
や
ツ
マ
モ
ノ

な
ど
区
内
産
野
菜
の
紹
介
や

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

説
明
。
ま
た
「
野
菜
が
お
い

し
い
の
に
は
無
農
薬
は
関
係

あ
る
か
」
「
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
虫
が
入
っ
た
ら
ど
う
す

る
の
か
」
な
ど
の
質
問
に
答

え
た
。

　
こ
の
日
の
給
食
は
、牛
乳
、

食
パ
ン
、
手
作
り
カ
ス
タ
ー

ド
ク
リ
ー
ム
、
カ
ブ
の
ホ
ワ

イ
ト
シ
チ
ュ
ー
、
提
供
キ
ャ

ベ
ツ
を
使
っ
た
〝
こ
ま
ツ
ナ

サ
ラ
ダ
〞
。
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

は
各
教
室
で
配
膳
直
前
に
掛

け
て
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
食
感

を
残
し
て
い
る
と
か
。
児
童

ら
に
は「
甘
く
て
お
い
し
い
」

と
大
好
評
だ
っ
た
。
樋
口
校

長
は
「
食
べ
る
こ
と
を
楽
し

ん
で
欲
し
い
」
と
話
し
た
。

　
近
藤
や
よ
い

区
長
は
「
綾
瀬

駅
東
口
近
辺
は

大
き
く
変
化
し

て
、
様
々
な
う

ね
り
が
こ
の
綾

瀬
を
取
り
巻
い

て
い
ま
す
。
未

来
都
市
綾
瀬

は
、
さ
ら
に
皆

様
に
誇
り
を
も

っ
て
住
み
続
け

て
い
た
だ
け

る
、
そ
し
て
選

ん
で
い
た
だ
け

る
ま
ち
に
な
る

よ
う
、
な
お
一

層
注
力
し
て
い

き
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
こ
の
あ
と
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
参
会
者

と
共
に
祝
っ
た
。

　
交
通
広
場
は
１
月
19
日
か

　
一
昨
年
、
足
立
区
は
区
制

90
周
年
を
迎
え
た
。
７
年
後

に
は
１
０
０
周
年
。こ
の
間
、

昭
和
か
ら
平
成
、
令
和
と
元

号
が
変
わ
っ
た
（
変
わ
ら
ぬ

ま
ま
な
ら
今
年
は
昭
和
１
０

０
年
）
。
区
と
し
て
年
数
を

重
ね
る
な
か
で
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ベ
ル
モ
ン
ト
市
と

の
姉
妹
都
市
締
結
が
昨
年
10

月
に
40
周
年
を
迎
え
た
。

　
ベ
ル
モ
ン
ト
市
は
、
西
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
州
都
パ
ー

ス
の
中
に
あ
り
、
面
積
40
平

方
㌖
、
人
口
約
４
万
２
千
の

都
市
。
足
立
区
と
は
１
９
８

４
（
昭
和
59
）
年
10
月
1
日

に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
、

以
降
５
年
ご
と
に
調
印
式
を

執
り
行
っ
て
い
る
。
１
月
12

日
〜
18
日
に
は
、
ロ
バ
ー
ト

・
ロ
ッ
シ
市
長
を
は
じ
め
、

市
議
会
議
長
な
ど
関
係
者
ら

総
勢
26
人
の
ベ
ル
モ
ン
ト
市

使
節
団
が
来
日
し
、
12
日
に

調
印
式
を
行
っ
た
。

　
両
都
市
が
姉
妹
都
市
に
な

っ
た
き
っ
か
け
は
、
１
９
８

３
年
の
区
制
50
周
年
の
際
、

海
外
都
市
と
の
提
携
に
向
け

て
、
祭
り
や
銭
湯
、
足
立
の

花
火
な
ど
区
の
魅
力
を
満
載

し
た
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
を
発
行

し
た
こ
と
。
各
国
の
大
使
館

等
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
ベ

ル
モ
ン
ト
市
か
ら
申
し
入
れ

が
あ
り
、
締
結
が
実
現
し
た

の
だ
。

は
今
春
、
い
く
つ
か
の
花
を

咲
か
せ
ら
れ
そ
う
だ
と
い

う
。
ロ
ッ
シ
市
長
は
区
と
の

関
係
に
つ
い
て
「
と
て
も
い

い
関
係
だ
。
こ
れ
ま
で
築
い

て
き
た
こ
と
を
継
続
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
つ
な
げ
て
い

く
」
と
話
し
た
。

　
区
で
は
国
内
で
も
友
好
自

治
体
・
都
市
の
提
携
を
結
ん

で
い
る
。
旧
小
出
町
で
の
ス

キ
ー
教
室
が
き
っ
か
け
と
な

っ
た
新
潟
県
魚
沼
市
（
１
９

８
２
／
昭
和
57
年
）
、
戦
時

中
に
区
の
子
ど
も
た
ち
が
学

童
疎
開
し
た
長
野
県
山
ノ
内

町
（
同
）
、
区
が
野
外
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
た
栃
木
県
鹿
沼
市

（
１
９
９
２
／
平
成
４
年
）

だ
。
姉
妹
都
市
も
友
好
自
治

体
・
都
市
も
、
縁
あ
っ
て
繋

が
り
、
こ
れ
ま
で
絆
を
結
ん

で
き
た
。
調
べ
た
り
、
訪
問

し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市

と
の
〝
こ
れ
か
ら
〞
も
考
え

て
み
た
い
。

　
１
９
８
６
年
か
ら
は
使
節

団
の
相
互
派
遣
が
始
ま
り
、

一
般
と
学
生
と
で
体
験
内
容

を
変
え
た
「
ベ
ル
モ
ン
ト
市

区
民
交
流
体
験
ツ
ア
ー
」や
、

区
内
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
て
、
言
語
を
学
ん
だ
り

日
本
文
化
を
体
験
し
た
り
す

る
「
ベ
ル
モ
ン
ト
市
学
生
使

節
団
」
な
ど
、
交
流
を
続
け

て
い
る
。

　
１
９
９
３
年
に
は
、
梅
島

１
丁
目
に
締
結
10
周
年
を
記

念
し
た「
ベ
ル
モ
ン
ト
公
園
」

や
羊
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
広

い
芝
生
に
噴
水
の
あ
る
池
な

ど
、
異
国
風
で
落
ち
着
け
る

公
園
だ
。
ま
た
、
ベ
ル
モ
ン

ト
市
で
も
２
０
０
４
年
に
、

日
本
庭
園
風
の
「
ア
ダ
チ
パ

ー
ク
」が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
来
日
中
の
15
日
、
締
結
40

周
年
の
記
念
と
し
て
ベ
ル
モ

ン
ト
公
園
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
植
樹
を
行
っ
た
。
同
市
で

は
昨
年
10
月
、
ア
ダ
チ
パ
ー

ク
に
ス
モ
モ
ウ
メ
の
木
を
植

え
て
い
る
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

を
開
設
。
ユ

ー
カ
リ
や
ブ

ラ
シ
ノ
キ
な

ど
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
原
産

の
植
物
が
植

え
ら
れ
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
工
芸

品
、
日
用
品

な
ど
を
展
示

し
た
赤
レ
ン

ガ
の
陳
列
館

◆
能
舞
台
版
「
ひ
と
り
文

芸
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
三
毛

子
』
」
Ａ
席
鑑
賞
券
を
５
組

10
人
に
　
本
公
演
は
、
夏
目

漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

を
原
作
に
、
与
謝
野
晶
子
と

平
塚
ら
い
て
う
の
「
母
性
保

護
論
争
」
を
猫
の
三
毛
子
の

目
を
通
し
て
、
コ
ミ
カ
ル
に

愛
情
深
く
描
い
て
い
る
。
三

毛
子
＝
源
川
瑠
々
子
、
後
見

＝
敷
丸
、
脚
本
＝
ス
ミ
ダ
ガ

ワ
ミ
ド
リ
。
俳
誌
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
主
宰
の
俳
人
、
稲
畑

廣
太
郎
氏
に
よ
る
特
別
講
座

あ
り
。
現
在
、俳
句（
一
人
３

作
品
ま
で
、
未
発
表
作
品
に

限
る
）
も
募
集
中
！
（
以
下

★
印
参
照
）
▽
３
月
31
日
㈪

13
時
30
分
開
演
（
30
分
前
開

場
）、観
世
能
楽
堂
（
中
央
区

銀
座
６
‐
10
‐
１GINZA 

SIX

地
下
３
階
）、Ｓ
Ｓ
席
９

０
０
０
円（
記
念
品
付
き
）、

Ｓ
席
７
０
０
０
円
、
Ａ
席
５

源
川
瑠
々
子

足立区と協定締結

トーキョージャンボ
が災害時避難所に

綾瀬駅東口駅前交通広場

一部オープンで便利に
じ
ん
が
ん
な
わ

Ｊ
Ａ
足
立
青
壮
年
部
60
周
年

キ
ャ
ベ
ツ
200
個
を
７
校
へ

巳
年
の
顔
は
こ
ん
な
顔

91

多
田
文
夫

村
長
、
徳
右
衛
門
氏
も
元
千
住
町
長
で
す
。

町
村
長
の
経
験
を
経
て
用
水
の
評
議
員
を
な

さ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
水
源
か
ら
七
〇
キ
ロ
も
あ
る
日
本
三
大
用

水
の
一
つ
、
見
沼
代
用
水
の
調
整
は
大
変
だ

っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
著
名

さ
の
背
景
に
あ
る
評
議
員
た
ち
の
お
名
前
を

見
て
、
な
る
ほ
ど
経
験
豊
富
な
人
た
ち
が
調

整
役
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
さ
て
ド
ラ
イ
ブ
に
誘
っ
て
く
れ
た
義
憲
さ

ん
も
健
男
さ
ん
も
今
は
鬼
籍
に
。
最
近
よ
う

や
く
分
か
る
こ
と
が
多
く
、
「
育
て
て
も
ら

っ
た
な
ぁ
」
と
空
を
見
上
げ
て
い
ま
す
。

■
郷
土
史
の
先
輩
と
　
三
〇
年
ほ
ど
前
、
学

芸
員
に
な
っ
た
こ
ろ
、
足
立
史
談
会
の
大
先

輩
、
島
根
の
榎
本
義
憲
さ
ん
と
、
沼
田
（
江

北
）
の
小
泉
健
男
さ
ん
と
見
沼
代
用
水
を
た

ど
る
ド
ラ
イ
ブ
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
目
的
地
は
利
根
大
堰
に
隣
接
す
る
見
沼

代
用
水
元
圦
公
園
（
埼
玉
県
行
田
市
）
で
、

途
中
の
史
跡
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
足
立
区

か
ら
直
線
で
約
五
三
キ
ロ
、
一
般
道
で
片
道

七
〇
キ
ロ
で
す
。
運
転
時
間
が
多
く
、
ど
ん

ど
ん
見
学
地
を
見
て
い
く
旅
で
し
た
。

■
市
河
万
庵
　
先
日
、
目
的
地
の
公
園
を
再

訪
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
見
沼
元
圦
改
築

之
碑
」（
明
治
四
〇
年
・
一
九
〇
七
年
建
立
）

と
い
う
大
き
な
石
碑
が
あ
り
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
碑
を
見
る
と
書
は

明
治
の
名
書
家
・
市
河
万
庵
（
三
兼
）
で
驚

名
書
家
と
先
人
の
碑
文

き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
も

書
家
、
市
河
米
庵
で
す
。

絵
師
の
酒
井
抱
一
や
谷
文

晁
と
仲
が
良
く
「
下
谷
の

三
幅
対
」
と
称
さ
れ
た
人

で
す
。
ご
本
人
の
万
庵
先

生
は
書
を
修
め
つ
つ
砲
術
家
を
め
ざ
し
て
高
島

秋
帆
ら
に
学
び
、
幕
府
の
先
手
鉄
砲
方
に
も
な

っ
た
と
の
こ
と
。
い
か
に
も
幕
末
の
知
識
人
ら

し
い
経
歴
で
す
。
明
治
維
新
後
は
大
蔵
省
や
民

部
省
に
出
仕
し
つ
つ
書
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。
足
立
の
旧
家
を
お
訪
ね
す
る
と
、
し
ば
し

ば
万
庵
先
生
の
書
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
石
碑

が
万
庵
先
生
と
確
認
し
て
興
奮
。
学
芸

員
な
り
た
て
の
頃
に
は
気
付
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

■
小
金
井
宣
助
と
小
宮
徳
右
衛
門
　
今

回
は
碑
の
裏
面
に
回
り
込
ん
で
碑
の
設

置
者
の
お
名
前
を
見
ま
し
た
。
す
る
と

南
足
立
郡
舎
人
村
の
小
金
井
専
助
、
同

郡
千
住
町
の
小
宮
徳
右
衛
門
の
お
名
前

が
あ
り
見
沼
代
用
水
の
評
議
員
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
時
、
宣
助
氏
は
元
舎
人

見
沼
代
用
水
改
築
之
碑
　（埼
玉
県
行
田
市
）

マ
ス
ク
し
て
顔
半
分
の
年
初
め
　
　
　
石
橋
　
陽
子

【
評
】
六
、
七
年
前
の
コ
ロ
ナ
そ
し
て
近
年
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
と
ま
だ
ま
だ
マ
ス
ク
が
手
放
せ
な
い

日
常
だ
。
年
始
の
挨
拶
も
マ
ス
ク
し
た
ま
ま
と
は
、

淑
気
の
気
分
に
遠
い
。
顔
半
分
と
は
実
に
上
手
い
。

目
を
閉
じ
て
五
臓
六
腑
の
日
向
ぼ
こ
　
佐
藤
　
天
真

初
日
の
出
祈
る
自
分
に
喝
を
入
れ
　
　
秋
庭
　
徹

初
夢
の
巳
年
の
蛇
を
見
た
話
　
　
　
　
香
焼
美
矢
子

冬
日
和
心
は
旅
の
日
と
な
り
て
　
　
　
鈴
木
　
一
由

流
れ
来
る
木
に
止
ま
り
た
る
初
鴎
　
　
鈴
木
　
明

大
鍋
で
宮
司
ふ
る
ま
う
薺
粥
　
　
　
　
木
村
　
徳
夫

元
旦
や
チ
ラ
シ
が
一
キ
ロ
入
っ
て
き
た
下
田
　
尚
保

豆
ま
き
や
大
き
な
声
で
鬼
は
外
　
　
　
小
嶋
テ
ル
子

年
賀
状
だ
け
の
つ
な
が
り
本
年
も
　
　
田
地
野
貞
子

節
分
の
撒
か
れ
た
豆
を
掃
き
に
け
り
　
鵜
澤
日
出
雄

窓
越
し
に
希
望
の
光
雑
煮
膳
　
　
　
　
大
羽
ミ
ツ
江

並
び
た
る
花
び
ら
餅
の
女
正
月
　
　
　
早
川
賀
世
子

い
き
い
き
と
眉
ひ
く
老
い
の
初
鏡
　
　
鴫
原
千
代
子

小
さ
き
は
小
さ
き
同
士
寒
雀
　
　
　
　
松
永
　
京
子

近
く
で
も
遠
く
で
も
な
い
初
詣
　
　
　選
　者
　吟

　
【
応
募
要
項
】
　
は
が
き
に
当
季
雑
詠
２
句
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
☎
を
明
記
し
、
〒
121
‐
０
８
３
１
足
立
区

舎
人
２
‐
２
‐
26
　
足
立
よ
み
う
り「
俳
壇
」係
へ
。
一
人

一
通
。
締
切
は
２
月
19
日
㈬
到
着
分
。
初
心
者
歓
迎
。

青
山

　丈

　選

栞
同
人

壇壇
俳俳

2,400
3,000
3,000
3,800

3,800
3,800
5,000
5,000

→
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

https://www.ayomi.co.jp/tuhan/
03-5647-4388FAX申込み

ネット通販お
申
し
込
み 電話申込み03-5647-4343

※日時指定ができますのでご利用ください。

※ご注文が大変多くなってきました。お申し込みはお早目に。

バレンタイン・ホワイトデーの贈物に

★
千
住
落
語
会 vol.28

「
立
川
志
ら
く
40
周
年
記
念

公
演
第
７
弾
」

　
『
談
志
イ
ズ
ム
』
の
継
承

者
、
立
川
志
ら
く
が
13
年
ぶ

り
に
シ
ア
タ
ー
１
０
１
０
に

登
場
！

【
日
時
】
６
月
４
日
（
水
）

18
時
30
開
演

【
料
金
】
全
席
指
定
３
９
０

０
円
。
足
立
区
民
（
在
住
・

在
勤
・
在
学
）
割
引
３
７
０

０
円
。

※
開
場
は
開
演
の
30
分
前
。

※
未
就
学
児
入
場
不
可
。
※

フ
レ
ン
ズ
会
員
割
引
あ
り
。

【
発
売
日
】２
月
22
日（
土
）

10
時
〜
※
窓
口
販
売
・
予
約

引
取
開
始
２
月
24
日
（
月
・

祝
）
〜

セ　ン　ジ　ュ

北千住駅西口マルイ 11階

公公演演 報報情情
03-5244-1011シアター 1010

チケットセンター
☎

(10:00 ～ 18:00)
2025.2.7

　
１
９
８
７
年
、
福
島
県
門
田
小
学
校
三
年
の
達
也
く

ん
が
作
っ
た
俳
句
。
き
っ
と
そ
う
だ
よ
ね
。
○
○
に
作

者
は
ど
ん
な
言
葉
を
使
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
①
ほ
ほ
　
　
②
か
た

　
正
解
は
、
３
月
７
日
号
の
本
紙
に
掲
載
し
ま
す
。
お

楽
し
み
に
。

　
▽
１
月
３
日
号
の
答
え
は「
②
い
ち
げ
き
」で
し
た
。

月
が
で
て
か
か
し
は
○
○
の
ち
か
ら
ぬ
く
ん

炎
天
寺
は
い
く
想
像
力
ク
イ
ズ
35


